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●歯科治療・歯科技工において適用範囲がますます拡大するセラミックス―．

審美修復治療のメインマテリアルとしての重要性も増す一方です．

●本書は，月刊『歯科技工』2007～ 2008年に連載された好評の

海外翻訳論文のなかから，セラミックスワークを切り口に

選りすぐった論文を，さらに読みやすいように再構

成して掲載．未掲載の新規翻訳論文も約30

頁加えた「セラミックスワークの決定

版」です．

●全体を，「セラミックス

レストレーション」

「CAD/CAM を用いた

セラミックスワーク」「イ

ンプラントワーク」の内容

ごとに分類整理し，多彩な臨床

ケースを提示して解説していますの

で，さまざまな築盛テクニックや，マ

テリアルセレクションを具体的に学び，感

じ取ることができます．

●初めてこれらの収載論文をお読みになる方はもち

ろん，すでに歯科技工をお読みいただいている方にも，

知識の整理・再確認，技工へのイメージアップのため

にお薦めの一冊です．
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Opening Graph
セラミックスワークの可能性

セラミックスレストレーション
■赤と白の審美に対する歯科医師，歯科技工士の責任と役割
■プレスオーバーテクニックの臨床応用と，その優位性の検証
■全顎的欠損修復症例における各種築盛テクニックの応用法
■オパール効果と蛍光性を考慮した陶材築盛の実践
■最終補綴物に迫るプロビジョナルレストレーションのあり方
■症例に応じてどのセラミックス修復法を選択するか？
■合理的に審美性を獲得するプレスオーバーテクニックの技法

CAD/CAM を用いたセラミックスワーク
■インプラント技工における最新のCAD/CAM技術
■0.8mm以下のクリアランスにおける上顎両側中切歯修復の実際
■次世代のラミネートベニア＆オールセラミックスクラウン製作

インプラントワーク
■長期予後を見越した上顎全歯修復症例の補綴戦略
■チェアサイドとの密な連携に基づくインプラント上部構造の製作
■下顎臼歯部インプラント症例における“赤と白”の審美
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前歯部ジルコニアフレームへの

セラミックス築盛
（Ztm. Jan-Holger Bellmann）

オパール陶材を細かく活用す

ることで自然感のある前歯部

クラウンを製作した 上下顎インプラント埋入症例に

おけるプロビジョナルレストレー

ション（Ztm. Rudolf Hrdina）上 顎 プ ロ ビ ジ ョ ナ ル レ ス ト

レーションおよび下顎最終補

綴物の口腔内

歯科技工士の“手技”と

CAD/CAMの融合
（Ztm. Kurt Reichel）CAD/CAM によって作られた

形態に歯科技工士が各種築盛

を施したラミネートベニア
歯周外科を伴う下顎臼歯部インプラント症例

（Christian Berg）最大咬頭嵌合位における口腔

内の最終補綴物

症例選択にあたって2007年より月刊『歯科技工』誌上にて海外歯科学術誌掲載の論文を翻訳する機会を得ている．論文選択にあたっては

できるだけ多くの国の多くの歯科技工士，歯科医師たちの筆による論文を査読し，日本で歯科技工に従事する読者諸氏に

少しでも役立つ内容のものを翻訳するよう留意しているつもりである．

本書のオープニンググラフとしてピックアップした上掲の最終補綴物装着写真からは，それぞれの筆者，あるいは，そ

れぞれの症例ごとにさまざまな築盛テクニック，マテリアルセレクションが駆使されていることが伺えるが，日欧の歯科技

工士のセラミックスワークに上下の違いがあるわけではないことは，長年ドイツで歯科技工士マイスターとして働いてきた

筆者の経験に照らし合わせても，断言できる．ただ，マテリアルセレクションに関しては「新しいマテリアルは臨床に使う

ことで検証し，さらによいものになっていく」という考え方においては欧米の彼らに一定の一日の長があることは事実であ

るし，欧米の歯科技工士が日本の歯科技工士ならではの緻密な作業を堪能することがあるように，日本の歯科医療・歯科

技工にも何かしらのヒントを与える症例も少なくない．

ここでピックアップした補綴物の具体的な製作技術や考え方といったセラミックスワークの詳細が記されている本編へ

と，読み進んでいただきたい．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ztm.大畠一成）

上顎フルマウスインプラント

補綴症例（Ztm. Hardi Mink）コンポジットレジンによる歯

肉前装を行ったインプラント

デンチャー
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咬合の改善を含む全顎的修復

（O. Brix）
予後 1 年経過後．色調面の調

和が特徴的である

２～│３の 5ユニットブリッジ

（K. Muterthies）歯周組織の改善を含む審美修

復がなされている

オパール効果を活用した

審美的前歯部補綴物の製作

（Ztm. Paul A. Fiechter）中切歯には A3 に VL2 を，側

切歯には VL3 を使用している プレステクニックを用いた

臼歯部ブリッジの製作

（Aldo Zilio）
ワックスにて形成された機能

的咬合面がそのまま置き換え

られた

モックアップ法における

プロビジョナルレストレーション

（M. Magne，P. Magne ほか）
審美，強度，辺縁封鎖に優れ

たプロビジョナルレストレー

ションが歯周軟組織改善に寄

与する デジタル印象採得から設計する

インプラントアバットメント

（S. Holst ほか）
光照射で口腔内の外形を写し

取る技術が活用されいる
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歯科技工士の“匠の技”がもたらす歯科臨床の成果

Possibi l i ty of Ceramics Work by Professional ski l led Dental Technicians. 
セラミックスレストレーション

CAD/CAM を用いたセラミックスワーク
インプラントワーク

MI（最小限の侵襲）に基づい

た赤（歯周組織）と白（歯牙）

の審美（Dr. Cyrus Rafiy）セラミックスラミネートベニ

アでの修復により，わずかな

歯質削除量で審美的改善が図

られている

プレス＆ステイン焼成による

臼歯部咬合面形態の構築

（J. Langner）
効率的な技工手法でどこまで

自然感を追求できるのか……!?

医歯薬出版　ご注文承り書
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